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🚲自転車モデル事業って何？

平成２５年度から平成２８年度に実施した「仙台市杜の都の自転車プラン（前期）」に基づき、市内
各区で「モデル地域」を設定し、「みんなにやさしい自転車利用環境づくり」を目指してスタートした
事業です。
宮城総合支所では平成２６年度に愛子駅を中心とした「愛子地域」をモデル地域に指定し、「宮城地

区自転車マナーアップ推進協議会」を立ち上げ、地域で様々な活動を行ってきました。
平成２９年度から令和２年度までの「仙台市杜の都の自転車プラン（後期）」では、エリアを拡大し

て、「愛子・落合地域」を新たなモデル地域に指定しました。
令和３年度から令和７年度までの「仙台市自転車の安全な利活用推進計画」においても、引き続き

「愛子・落合地域」をモデル地域に設定し、地域の皆様と協力して、自転車利用のマナーアップに努め
てまいります。

🚲宮城地区自転車マナーアップ推進協議会の会員へアン
ケート調査を実施しました！

会員の皆様と本協議会の方向性について議論し、今後の協議会の取り組みを有意義なものにしてい
きたいため、6月にアンケート調査を実施しました。45団体中、19団体の皆様にご回答いただきまし
た。ご協力いただき誠にありがとうございました。以下はアンケートの結果です。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q1 地域における普段の自転車利用の状況で気になる点がありましたら以下から選んでください。

選択肢 回答数

①非常にある 3

②少しある 9

③ほとんどない 5

④まったくない 2

＜自由記述＞
・自転車不可の歩道を走行する自転車
・歩道を走行している自転車が急に車道に入ってくる
・車道の逆走
・スマホながら運転
・ヘルメット着用少ない
・錦ケ丘は坂道が多く、スピードが出て危険

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q2 現在の協議会の運営についてご意見がありましたら以下から選んでください。

選択肢 回答数

①ある 1

②ない 16

未回答 2

＜自由記述＞
・スピードを出しているのは中高生。小中学校での指導教室
は行われているのか。

・活動の効果検証が必要。メンバーも活動の必要性を感じて
いないのでは。組織の見直しが必要。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q3 協議会で取り組みたい（皆様が参画しやすい）取り組みを教えてください。（複数選択可）

選択肢 回答数

①自転車安全利用の街頭指導 12

②毎月15日（自転車交通安全利用の日）に、
各団体の店舗前などで交通安全ののぼりを掲示

5

③自転車の点検教室 2

④その他（以下に記入してください） 1

未回答 1

＜自由記述＞
・自転車の走行教室
・単独でのイベント実施は
難しい
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🚲自転車利用時のヘルメット着用が努力義務になりました
令和５年４月１日の改正道路交通法の施行により、すべての自転車利用者のヘルメット着用が努力

義務となりました。自転車を運転する本人はもちろん、同乗する子供にもヘルメットをかぶらせるよ
うに努めなければなりません。また、保護者等の方は、子供が自転車を運転する際は、ヘルメットを
かぶらせるよう努めなければなりません。
自転車事故で死亡した人の約7割は、頭部の致命傷が原因です。また、事故の致死率は、ヘルメット

を着用していない場合、着用している場合の約2.3倍も高くなっています。
交通事故による被害を軽減するために、ぜひヘルメットを着用しましょう。

大沢小学校で自転車安全利用教室を
開催しました！

４月２０日、大沢小学校で開催された交通安全
教室では、代表の児童が自転車シミュレーターを
使って、自転車の安全利用について学びました。
大沢交番から、自転車の日常点検を行うこと、年
に一度は自転車整備士による定期点検を行うこと
の重要性について説明がありました。

広瀬中学校美術部協力の横断幕が掲
示されています！

（出典：
警視庁ホームページ）

Q4 今後、どのようなテーマで自転車安全利用の啓発活動を行うべきと考えるか、以下から選んで
ください。（複数選択可）

選択肢 回答数 選択肢 回答数

①ヘルメット着用 13 ④若年層への啓発 10

②自転車保険への加入 7 ⑤高齢者への啓発 4

③車道の左側走行の徹底 11 ⑥その他 0

未回答 1

アンケート結果を受けて・・・
・協議会会員の方が考える地域の課題や、取り組みやすい活動をヒア
リングすることができました。結果を踏まえ、取り組みの見直しを
行い、協議会の皆様と協力して宮城地区の自転車利用のマナーアッ
プに努めてまいります。

・地域の皆様も、本紙をご家族の皆様と一緒にご覧いただき、地域の
交通安全について改めてご協力をよろしくお願いいたします。

愛子駅の駐輪場に掲示していた自転車安全利用
の横断幕が劣化したため、今年3月に更新しま
した。今回も広瀬中学校美術部にイラストを作
成していただきました。美術部の皆さん、ご協
力ありがとうございました！


